
JP  2025-534  A   2025.1.7

(57)【要約】

【課題】開放時においても所定の大きさ以上の物体を通

過させない防音パネルを提供すること。

【解決手段】防音パネル２０は、縦枠３２を有する枠体

３０と、枠体３０で囲まれた領域内を覆う遮蔽パネル４

０と、を備える。遮蔽パネル４０は、内側パネル４１と

外側パネル４２が重ねられて構成されるものであり、内

側パネル４１と外側パネル４２には、それぞれ通風孔４

１ａ，４２ａが設けられており、外側パネル４２は、縦

枠３２に従って上下方向にスライド移動可能に構成され

ている。通風孔４１ａ，４２ａは、スライド方向に沿っ

て整列するように配置されており、外側パネル４２を上

方にスライド移動させたとき、通風孔４１ａ，４２ａが

重なる一方、外側パネル４２を下方にスライド移動させ

たとき、内側パネル４１及び外側パネル４２によって、

相互の通風孔４１ａ，４２ａが塞がれる。

【選択図】　　　図８
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